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本学在職期間 平成 3 年 1 月～令和 3 年 3 月 

所 属 内科学専攻 器官病態内科学講座 消化器内科学分野 

専 門 分 野 内科学、消化器病学、肝臓学 

略 歴 

昭和 55 年 3 月  本学医学部医学科卒業 

平成 3 年 1 月  本学医学部第一内科 助手 

平成 9 年 4 月  本学医学部第一内科 講師（昇任） 

平成 10 年 8 月  本学大学院医学系研究科生体防御感染症学 助教授（昇任） 

平成 16年 5月  本学大学院医学系研究科感染制御学 教授（昇任） 

平成 16年 12月 本学大学院医学系研究科生体防御感染症学 教授（兼務） 

平成 21年 5月 本学大学院医学系研究科消化器内科学 教授（配置換） 
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